
【まちづくりの目標】誰もが自分らしく暮らし続けることができる、持続可能な地域共生のまち　

【政策】人権を尊重し、ともに築く共生のまちづくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）
令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

種 単位
平成30
年度

令和
元年度

基本施策 No. 評価指標 指標の説明
内部評価

担当課

目標値 ％ - - - - - - 30.0 -

実績値 ％ - 15.7 - - - - 15.6 -

達成率 ％ - - - - - - 52.0% -

目標値 ％ - - - 30.7 33.1 35.5 37.9 40.0

実績値 ％ - 30.3 30.7 31.5 31.0 30.8 31.1

達成率 ％ - - - 102.6% 93.7% 86.8% 82.1%

(1402)
男女共同
参画社会
の形成
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「社会全
体で男女
の地位が
平等に
なってい
る」と思
う割合

当該年度実施の男女共同参
画に関する意識調査で「社
会全体で男女の地位が平等
になっていると思う」と回
答した市民の割合。

④
遅延

　令和６年度の審議会委員への女性登用率は、31.1％と
なった。専門性の高い審議会においては、役職による委
嘱も多く、性別による人選が難しいことが挙げられる。
各分野における女性割合の増加に向けた取組を行うとと
もに、審議会等委員の更新時等に女性委員の積極的な選
任に努めるよう庁内に周知する。

男女共
同参画
課

　令和６年度に実施した市民意識調査では、学校教育の
場や職場など、一部では「平等である」と感じている割
合が若干増加しているものの、社会全体では大きな変化
はみられなかった。
　国の「地域における女性活躍・男女共同参画に関する
調査」では、固定的な性別役割分担意識等の有無を出身
地域別に見た場合、「あった」と感じている割合は、地
方出身層の女性で高くなっており、固定的な性別役割分
担意識などに課題があると考えられる。
　男女共同参社会の実現に向けて、社会全体の意識改革
が重要であり、男女共同参画かがやきプランに基づき啓
発事業等の取組を進めていく。

男女共
同参画
課
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市の審議
会等にお
ける女性
委員の割
合

市の審議会委員への女性登
用率。

②
概ね
順調


